
様式第四（第四条の二関係）（昭34建令１・全改、昭40建令13・昭50建令13・平元建令17・平３建令18・一部改正）

　第一表（表）

註　重複延長の欄には、法第11条第１項又は第２項の規定により他の道路に関する規定が適用される区間の延長を記載し、実延長の欄には、その他の区間の延長を記載すること。
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　令和６年２月29日　改訂

その他特記すべき事項

調製（改訂）の年月日

道路と効用を兼ねる主要な他の工作物の概要

道路一体建物の概要

軌道その他主要な占用物件の概要

協定利便施設の概要



　第二表

実 延 長 調 書
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　　　　註　備考欄には、自動車交通不能その他道路の管理上必要な事項を記載すること。



　第二表

実 延 長 調 書
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　　　　註　備考欄には、自動車交通不能その他道路の管理上必要な事項を記載すること。



第四表

車道 歩道 路肩

追分跨線橋 追分美園 16.20 6.50 0.00 2.00 137.7 Sg 昭和40年度 ＴＬ‐２０

美園橋 追分美園 25.50 7.00 3.00 2.50 401.6 PHs 昭和60年度 ＴＬ‐２０

弥生橋 追分弥生 95.40 7.00 3.00 1.75 1,121.0 Sg 昭和58年度 ＴＬ‐２０

第１安平橋 北海道勇払郡安平町 58.94 6.50 0.00 2.00 501.0 Sg 昭和43年度 ＴＬ‐２０

支安平橋 安平 13.20 6.50 0.00 1.00 99.0 Kgt 昭和27年度 １３ｔ

ニタッポロ橋（上り） 早来大町 40.00 7.00 4.50 3.00 580.0 Ks 平成17年度 Ｂ活荷重

ニタッポロ橋（下り） 早来大町 40.00 6.50 3.00 5.00 580.0 Ks 平成12年度 Ｂ活荷重

早来橋 早来新栄 116.40 6.50 0.00 0.50 1,222.2 Sg 平成24年度 Ｂ活荷重

遠浅橋 遠浅 30.60 6.50 0.00 0.50 214.2 Sg 昭和39年度 ＴＬ‐２０

沼の端橋（上り） 柏原～苫小牧市沼の端 308.10 6.50 0.00 0.50 2,156.7 Sg 昭和40年度 ＴＬ‐２０

沼の端橋（下り） 柏原～苫小牧市沼の端 309.00 7.00 2.50 2.25 3,630.8 Sg 平成04年度 ＴＬ‐２０

沼の端跨線橋 沼の端 39.00 6.50 0.00 2.00 360.8 Sg 昭和43年度 ＴＬ‐２０

新勇振橋 沼の端 14.45 6.50 0.00 2.00 122.8 Sg 昭和41年度 ＴＬ‐２０

橋　　　　　　　調　　　　　　　書

図面対象番号 名称 箇所
延長
（ｍ）

幅員
面積
（㎡）

橋種
及び型式

建設年次 耐荷荷重 現況 備考



註　１　耐荷荷重の欄には、一車線当りの通行することができる最大車両の総重量を記載すること。

　　 ２　現況の欄には、自動車交通不能又は荷重制限に関する事項を記載すること。

　　 ３　備考の欄には、橋の保全の状況その他橋の管理上必要な事項を記載すること。



　第五表

有 効 高 又 は
交 差 角 度

備 考

苫小牧市沼ノ端
ＪＲ北海道
室蘭本線

立体交差 39.00 117° 沼ノ端跨線橋

鉄 道 等 と の 交 差 調 書

図 面 対 照 番 号 箇 所
鉄 道 又 は 新 設
軌 道 の 名 称

交 差 の 方 式 延 長 幅 員

　　　　註　１　有効高又は交差角度の欄には、立体交差にあつては有効高、平面交差にあつては交差角度を記載すること。
　　　　　　２　備考の欄には、踏切道における保安設備の状況その他鉄道等との交差に関し道路の管理上必要な事項を記載すること。


